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甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山
梨
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
強
化
週
間
を
設
け

全
国
一
斉
に
相
談
の
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

【
期
間
】
９
月
６
日
㈪
～
９
月
12
日
㈰

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土

曜
・
日
曜
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

【
相
談
電
話
番
号
】
☎
０
５
５
（
２
５
２
）

７
２
３
９

【
相
談
担
当
者
】
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

及
び
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
人

権
擁
護
委
員

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
罹
患
し
た
方
の
補

償
・
救
済
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す
。

▼
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
に
従
事

し
石
綿
に
よ
る
疾
病
に
罹
患
し
た
労
働
者

の
方
で
、
そ
の
疾
病
が
仕
事
上
の
も
の
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に

基
づ
く
療
養
補
償
給
付
や
休
業
補
償
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
過
去
の
療
養
や
休
業

も
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。

▼
石
綿
に
よ
る
疾
病
が
仕
事
上
の
も
の
と

認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ

た
労
働
者
の
ご
遺
族
の
方
は
、
亡
く
な
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な

い
場
合
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

償
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
労
働
者
が
亡

く
な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
５
年
を
経
過
し

た
場
合
、
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺

族
給
付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
は
平
成

24
年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
最
寄
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
労
働
局
に
お
早
め

に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
６
（
22
）
３
１
８
１

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
共
催
で

法
の
日
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
裁
判
所

の
見
学
会
、
模
擬
裁
判
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
前
11
時
30
分
（
受
付
は
９
時
か
ら
）

【
場
所
】
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

【
対
象
】
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生

【
募
集
人
員
】
約
30
名
（
先
着
順
）

※
参
加
費
無
料

【
内
容
】
▽
裁
判
所
広
報
用
ビ
デ
オ
「
裁

判
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」
上
映
▽
裁

判
員
裁
判
に
つ
い
て
説
明
▽
実
際
の
法
廷

で
、
模
擬
裁
判
を
体
験
▽
裁
判
員
裁
判
用

法
廷
見
学

【
申
込
締
切
】
10
月
８
日
㈮
ま
で
（
祝
日

を
除
く
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
▽
甲
府

地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係
☎
０
５
５

（
２
３
５
）
１
１
３
３
▽
甲
府
地
方
検

察
庁
企
画
調
査
課
☎
０
５
５
（
２
３
５
）

７
２
３
４

　

町
で
は
、
町
内
に
存
在
す
る
空
き
家
な

ど
を
有
効
活
用
し
、
都
市
住
民
と
の
交
流

や
定
住
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
空
き

家
情
報
登
録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
は
、
賃
貸
や
売

却
が
可
能
な
町
内
に
あ
る
空
き
家
な
ど
を

所
有
者
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
ら
の
物
件
情
報
を
希
望
者
に
公
開
し
ま

す
。
ま
た
、
町
で
協
定
を
結
ん
だ
㈳
全
日

本
不
動
産
協
会
山
梨
県
本
部
、
㈳
山
梨
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
が
媒
介
役
と
し
て

間
に
入
り
、
交
渉
か
ら
契
約
等
の
手
続
き

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
空

き
家
が
登
録
で
き
ま
す
。

　

登
録
、
お
問
い
合
わ
せ
は
町
企
画

課
企
画
政
策
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
３
ま
で
。
ま
た
町
Ｈ
Ｐ
で
も
詳
し

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
を
送
る
中
で
様
々
な
法
律
的

な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
の
た
め
、
弁
護
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
し
ま

す
。
相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
相
談
員
】
山
梨
県
弁
護
士
会
か
ら
派
遣

さ
れ
る
弁
護
士

【
相
談
内
容
】
多
重
債
務
、
労
働
関
係
、

土
地
住
宅
等
の
相
談
、
消
費
生
活
の
相
談

な
ど

【
会
場
】
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
甲

府
市
飯
田
１
ー
１
ー
20
山
梨
県
Ｊ
Ａ
会
館

５
階
）
直
接
、
来
所
し
て
下
さ
い
。

【
相
談
日
程
】
原
則
毎
週
水
曜
日
（
要
電

話
予
約
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分　

相
談
時
間
30
分
（
時
間
厳
守
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
３
６
６

　

山
梨
県
都
市
計
画
課
で
は
、
山
梨
県
が

決
定
し
た
甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
等
に
関

す
る
公
聴
会
開
催
に
伴
い
、
素
案
の
縦
覧

と
意
見
書
の
提
出
を
募
集
し
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
9
月
2
日
㈭
～
9
月
16
日

㈭（
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
）

※
土
日
は
除
く

【
縦
覧
場
所
】
▽
山
梨
県
県
土
整
備
部
都

市
計
画
課
▽
山
梨
県
峡
南
建
設
事
務
所
都

市
計
画
・
建
築
課
▽
町
建
設
課

【
聞
こ
う
と
す
る
案
件
】
①
甲
府
盆
地
７

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
都
市

計
画
変
更
に
つ
い
て
②
市
川
大
門
都
市
計

画
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

【
意
見
書
の
提
出
】
前
述
記
案
件
に
つ
い

て
、
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
の
公
述
を
希
望

す
る
方
は
、縦
覧
期
間
内
に
意
見
の
要
旨
、

理
由
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
を
記
載

し
た
書
面
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
意
見
書
提
出
期
限
】
9
月
16
日
㈭
午
後

5
時
15
分
ま
で

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
罹
患
し
た
方
へ

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

都
市
計
画
変
更
素
案
の
意
見
提
出

山
梨
県
都
市
計
画
課

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

町
民
課

裁
判
を
体
験
し
て
み
よ
う

甲
府
地
方
裁
判
所

無
料
弁
護
士
相
談
会

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

↖

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を

町
企
画
課



【
意
見
書
の
提
出
先
】
山
梨
県
峡
南
建
設

事
務
所
都
市
計
画
・
建
築
課

【
公
聴
会
の
開
催
日
時
】
9
月
29
日
㈬
午

後
2
時
～

【
公
聴
会
の
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館

２
階
視
聴
覚
室

【
そ
の
他
】
意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
（
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
聴
会
の
開
催
に
つ

い
て
9
月
17
日
㈮
以
降
に
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
県
都
市
計
画
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
都
市
計
画
課
☎

０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
１
６　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.yam
anashi.

jp/toshikei/index.htm
l

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
山
梨
で
は
県
民
の

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し
、
様
々
な

分
野
の
講
座
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
対
象
者
】
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

【
入
学
費
用
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】
町
教
育
委
員
会
、
公

民
館
、
図
書
館
な
ど
に
備
え
付
け
の
入
学

者
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
申
し
込
み
書
を

郵
送
、
ま
た
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
山
梨

Ｈ
Ｐ
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
生
涯
学
習
文
化

課
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
１
９

h
ttp

://w
w

w
2

.m
a

n
a

b
i.p

re
f.

yam
anashi.jp/cam

pusnet/

　

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
治
療
内
容
を
知
る
こ
と
で
本
院

で
の
診
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
る
よ

う
、
本
院
で
受
診
す
る
に
は
原
則
と
し
て

他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
の
４
月
か
ら
は
、
呼
吸
器
内

科
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
、
腎
臓
内

科
、
神
経
内
科
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器

科
、
頭
頸
部
・
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
け
る
初

診
は
、
紹
介
状
持
参
患
者
さ
ん
の
み
を
対

象
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
整
形
外

科
、
眼
科
で
も
、
曜
日
に
よ
り
紹
介
状
を

お
持
ち
で
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
血

液
・
腫
瘍
内
科
、
放
射
線
科
は
、
他
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
予
約
診
療
の
み
で
す
。

ま
た
、
初
診
予
約
は
、
他
医
療
機
関
か
ら

の
予
約
の
み
と
し
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
直

接
の
予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
精
神
科
の
み
直
接
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
予
約
変
更
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５

（
２
７
３
）
９
２
６
４

　

本
院
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
外
来
案

内
の
確
認
、
電
話
で
の
受
け
付
け
可
否
、

休
診
等
の
確
認
を
し
た
う
え
で
ご
来
院
下

さ
い
。
ま
た
紹
介
状
が
な
く
直
接
来
院
さ

れ
た
場
合
で
も
受
診
で
き
る
診
療
科
も
あ

り
ま
す
が
、
診
療
料
金
の
他
に
初
診
料
と

し
て
２
，
６
２
５
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
大
学
医
学
部
附
属

病
院
☎
０
５
５
（
２
７
３
）
１
１
１
１
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キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学
者
募
集

山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課

山
梨
県
警
察
か
ら
の
お
願
い

「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
警
備
へ
の

ご
協
力
を
」

　

11
月
13
～
14
日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

近
年
、
こ
う
し
た
国
際
会
議
は
、
大
規
模

な
テ
ロ
や
過
激
な
反
対
行
動
等
が
発
生
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
警
察
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
開
催

さ
れ
る
神
奈
川
県
に
隣
接
し
て
い
る
た
め

県
内
を
「
テ
ロ
リ
ス
ト
の
潜
伏
場
所
に
さ

せ
な
い
」「
爆
弾
原
材
料
等
の
供
給
地
に

さ
せ
な
い
」
こ
と
を
重
点
に
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

～
特
に
次
の
事
柄
に
ご
注
意
下
さ
い
～

①
車
両
盗
難
防
止
の
た
め
の
確
実
な
ド
ア

ロ
ッ
ク
（
自
動
車
爆
弾
に
使
わ
れ
な
い
よ

う
に
）

②
危
険
な
薬
品
、
鉄
砲
・
火
薬
類
等
の
保

管
・
管
理
の
徹
底
（
爆
弾
原
料
に
使
わ
れ

ま
す
。保
管
、管
理
を
徹
底
し
盗
難
に
遭
っ

た
ら
警
察
に
速
報
し
て
下
さ
い
。）

③
大
型
施
設
や
電
車
内
で
不
審
物
を
発
見

し
た
際
は
、
触
ら
ず
に
直
ち
に
近
く
の
係

員
に
連
絡

④
期
間
中
は
大
規
模
な
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
（
特
に
都
内
や
横
浜
方
面
に
お
車

で
出
か
け
る
際
は
、
交
通
情
報
に
ご
注
意

下
さ
い
）

※
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
警
察
署
警
備
課

☎
０
５
５
６
（
22
）
０
１
１
０

15

米トレーサビリティ法
がスタートします
　米・米加工品の取引等に関
する記録と保存、産地情報の
伝達が義務付けられます。
■記録（帳簿又はパソコン）

【対象品目】米穀、米粉等の中
間原材料、米飯類、もち、だ
んご、米菓、清酒、単式蒸留
焼酎、みりん

【対象事業者】生産者及び対象
品目の販売、輸入、加工、製
造等を行う方

【記録事項】品名、産地、数量、
取引年月日、取引先名、搬出
入の場所等を記録し、３年間
保存
※記録事項がすべて記載され
ている納品書を保存する事で
対応可能

【施行日】平成 22 年 10 月（産
地記録は平成 23 年７月）
■伝達

【事業者間の伝達】対象品目を
譲り渡す場合、伝票等又は商
品の容器・包装に産地の記載
が必要になります。

【一般消費者への伝達】対象品
目商品の包装に産地情報の記
載、外食店等で米飯類を提供
する場合には、メニューに産
地情報の記載等が必要になり
ます。

【施行日】平成 23 年７月
※詳しくは、お問い合わせ下さ
い（農林水産省関東農政局山
梨農政事務所☎ 055-226-6615）
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　黒沢の大木地区では、レンタル牛活用耕作放棄地対策のモ
デル事業を始めました。これは、耕作放棄地にレンタル牛を
放牧し、その牛が草を食べることによって除草が進み、耕作
地として復元させることを目的としています。大木地区環境
保全会（渡邊茂可会長）では８月 16日、集落西側の耕作放
棄地約 7.9km2 を電気柵で囲み和牛２頭を放牧、10 月下旬
ごろまで続ける予定です。耕作放棄地の解消のほか、イノシ
シなど野生動物の害防止にも期待ができるそうです。

和牛を使った雑草処理方法
レンタル牛活用耕作放棄地モデル事業
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　平和友好祭県実行委員会では北杜市から富士
河口湖町まで４日間をかけ、平和の火をリレー
しながら核兵器廃絶などを訴える第 21 回山梨
平和の火リレーを行いました。本町にも８月６
日、自治体職員などで構成するランナー４人が
平和の火をともしたトーチを掲げ町本庁舎に到
着。久保町長らが出迎え、平和を訴えるセレモ
ニーを行いました。

平
和
へ
の
想
い
を
リ
レ
ー
で
訴
え

第
21
回
山
梨
平
和
の
日
リ
レ
ー
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地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101

　町では８月６日に広島平和記念公園で行われた「広
島平和記念式典」に代表団を派遣しました。今回の
派遣団は、松井美香団長を中心とした町内の小中学
生と関係者総勢33名。派遣団一行は平和記念式典、
広島市原爆死没者慰霊式に出席するほか、広島平和
記念資料館を見学するなどして戦争の恐ろしさを改
めて知ると同時に、さらなる平和を願いました。

いつまでも平和でありますように
市川三郷町広島平和記念式典派遣団

◀記念式典開始前に慰霊碑へ献花する派遣団一行
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▲平和の火をリレーするランナーたち

▶背丈以上に生い茂った雑草をついばむ牛たち

水
野
心
寧
ち
ゃ
ん
（
黒
沢
）



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え
　「長年にわたり四尾連湖の調査を続
けたのは？」は①番の「和洋国府台女
子高等学校生物部」が正解でした。研
究成果をまとめた冊子が町立図書館に
寄贈されています。ぜひご覧下さい。
　次の方が当選されました。記念品を
お贈りします。
ジャガリーさん、一瀬早枝子さん、長
田りなちゃん、ガンダムさん、今ちゃ
んさん

① ２度あることは何度もある
② お前は東に向かえ
③ お前も早く人になれ

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）９月 15 日必着

お
便
り

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　みさとちゃん家に訪ねてきた深澤さん
が、おばあちゃんから教わったことは次
のうちどれでしょう。

　

旧
三
珠
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、
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取
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を
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① ②
③ ④

　８月２日から８日までの１週間、姉妹都市である米国マス
カティーン市から、使節団（ジェシカ・ブランチャード団長）
15 名が市川三郷町を訪問しました。滞在中は町内のホストファ
ミリーにホームステイしながら、手漉き和紙体験、市川高校
生との交流、また町内のみならず山梨県内の観光地などを見
学し、祖国から遠く離れた日本の文化を体験しました。全て
の日程を終えた後のアンケートで「Do you want to come back 
to Japan?（また日本に来てみたいですか？）」という質問には
訪問団全員が「Yes!（はい）」と答えるなど、とても充実した
一週間だったようです。この交流がいつまでも続くことを願い
たいですね。（写真①歌舞伎文化資料館　写真②西湖いやしの
里根場　写真③フレンドシップパーティー　写真④四尾連湖で
バーベキュー）

友、遠方より来たり。通じるは心なり
姉妹都市マスカティーン市使節団来町
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～町外の医療機関でも予防接種が受けられます～

　詳しくはいきいき健康課子育て支援係
☎ 0556-32-2114 へ

【持ち物】上履き・フェイスタオル・飲み物
【自己負担金】１回 200 円
※日程はイベントカレンダーをご覧下さい

～ いきいきはつらつ貯筋教室 ～

※子宮頸がん予防ワクチン助成について８ページをご覧下さい

住民健康診断のお知らせ
【受付時間】午前８時〜 10 時 30 分
【持ち物】『健康診断のご案内』封筒一式、保険証他

※�封筒に書かれている持ち物チェックリストをご
覧下さい。

※�結核検診（65 歳以上）も上記の日程で同時に
開催します。［結核検診受診票をお持ち下さい］

※�乳がん検診クーポン券対象の方は必ず持参して
下さい。

■三珠地区・住民健康診断日程

【場所】三珠健康管理センター
９/ ４㈯ 上野桃林橋・矢作・下九一色
９/ ５㈰ 上野・川浦・樋田
９/ ６㈪ 町屋
９/ ７㈫ 北区・南区
９/ ８㈬ 上ノ原・道林・大塚桃林橋・下河原

■市川地区・町国保以外の方の健診日程

【場所】三珠健康管理センター
９/ ４㈯ 市川１組～ 29 組
９/ ７㈫ 高田
９/ ８㈬ 山保・大同
９/ ９㈭ 市川 30 組～ 78 組
★健診当日は「保険証」を必ずお持ち下さい。
★�町国保以外の医療保険の扶養家族で、特定健診

を受けられる方は「特定健康診査受診券」を必
ずお持ち下さい。

★�町国保以外の医療保険に加入している方（本人）
は特定健診は受けられません。がん検診のみ受
けることができます。
★☆★ 今からでも申し込みできます！ ★☆★

【期間】12 月 28 日まで

【対象】平成 23 年３月末日現在で 20 歳以上の女性
【自己負担金】  ▶頸部検診 1,500 円　 ▶頸体部検診

2,200 円（体部検診は医師が必要と認めた方のみ）
【持ち物】すでに送付済みの受診票、保険証

※申込者に受診票、検診指定医療機関一覧表を送付します。
※検診期間以外に受けた場合は実費になります。
※クーポン券対象の方は必ずクーポン券を持参して下さい。

★☆★ 今からでも申し込みできます！ ★☆★

～　子宮がん検診　～

■１回目　10 月１日㈮　午後１時 30 分〜
【場所】市川大門町民会館１階和室
【内容】母乳について、出産前後の心構えと具体的な方法
【持ち物】母子健康手帳

～　母親学級　～

■□■麻しん、風しん予防接種
【対象者】第１期⇨１歳以上２歳未満の児　第２期

⇨５歳以上７歳未満の児（年長児）　第３期⇨中学
１年生　第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）

【対象者】小学校６年生
【接種期間】平成 23 年３月 31 日まで

※現在 13 歳未満の中学 1 年生で、昨年接種できな
かった児は公費で接種することができます。
■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
　三種混合１期初回（３回）の接種間隔が、20 〜
56 日の間隔をはずれた場合は任意接種となり自己
負担となります。ご注意下さい。
■□■日本脳炎
　今年度は３歳児に対する２回の I期初回接種を、
積極的に勧めていくことになりました。１回目の接
種から６～ 28 日間の間隔で２回目の接種をお願い
します。接種間隔を外れた場合は任意接種となり自
己負担となります。また３歳児以外は国で検討中で
す。新しい情報が入り次第、随時お知らせします。
■□■高齢者インフルエンザ予防接種（個別接種）

【対象者】接種日において 65 歳以上の希望者
【接種期間】10 月１日から翌年１月 31 日まで（接種を

希望する医療機関の診療日において実施）
※必ず、希望する医療機関へ予約をして下さい。

【公費負担】１人１回のみ 2,000 円を補助をします。差
額については、自己負担となります。

【持ち物】予防接種接種券、予診票、健康手帳
※ �65 歳以上の方には、「通知文」「接種券・予診票」「イ

ンフルエンザを受ける方へ」を 9 月末に送付します。
※ �60 歳以上 65 歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能、

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有
する方（国が定めた者）でインフルエンザ予防接種
を希望する方も対象となります。

☞詳しくはいきいき健康課健康増進係まで。

～　予防接種　～



　ストレス社会と言われる現在、日本では自殺
者が３万人を越えている状況が 10 年以上も続
いており、山梨県も例外ではなく年々自殺者が
増えています。
　心の病気はストレスによる影響が大きく、誰
もがなりうる身近な病気です。ストレスを受け
ることは誰にでもありますが、溜めすぎてしま
うと病気につながってしまいます。体の病気と
同じように、早く気付き対処をすれば悪化を防
ぐことができます。そのためには、ストレスと
うまく付き合う方法、解消する方法をできるだ
けたくさん持つことが大切です。
　まずは自分で「いつもと違うな」といった、
心の不調に気付いた時は、誰かに相談してみま
しょう。自分ひとりで抱えこまず、誰かに話を
することで安心し、気持ちがすっきりするかも
しれません。
　その他に日常生活の中では、十分な睡眠をと

る、入浴時はぬるめの湯（37 ～ 40℃）につかる、

バランスのよい食事をとる、運動やストレッチ

をする、大いに笑う、など気持ちをリラックス
させたり気分転換にもなるので効果的です。
　自分では心の疲れに気付かない場合もありま
す。そんな時は周囲の人の気付きが大切です。
あなたの周りにイライラしていて怒りっぽい、

落ちこんでいる、頭痛や腹痛が続いている、身

だしなみが乱れている、不安が強いなどの心の
疲れを感じる人がいたら、早めに声をかけてみ
て下さい。相談にのってあげて、サポートして
あげることが何より大切です。

　心の健康づくりは、本
人と周りのみんなで考え
お互いに支えあうことが
大事です。もし周囲に相
談しにくかったり、心の
疲れがとれない時は私た
ち保健師にいつでも相談
して下さい。

（保健師）相田　

「心が疲れていませんか？」

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。
いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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【とき・ところ】発行にはおおよそ２時間かかります
■９/14 ㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■９/15 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■９/22 ㈬ 市川大門町民会館１階保健室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
【持ち物】印鑑（発行は原則として直接本人に限る）

～　母子健康手帳の発行　～

■対象地区以外の会場で、健診を希望される方は、
いきいき健康課子育て支援係までご連絡下さい。

【日時】９/10 ㈮ 午後 1 時 30 分〜４時
【場所】三珠健康管理センター２階調理室
【対象】おおむね妊娠 5 カ月以降の妊婦

　　　 お子さんが生後 5 カ月未満の方
【内容】離乳食実習と試食 
【持ち物】エプロン・筆記用具・母子健康手帳
【参加費】無料

※�参加希望者は９/ ３㈮までにお申し込み下さい。
※�託児いたします（要申し込み）

【申し込み・問い合わせ】いきいき健康課子育て支援係

～　離乳食教室　～

■□■乳児健診 ( ４・７・１０・１３カ月児）
●三珠地区の方 ９/14 ㈫ 三珠健康管理センター
●市川大門地区の方 ９/30 ㈭ 市川大門町民会館
●六郷地区の方 上記のどちらかで健診して下さい

【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 21 年８月・11 月、平成 22 年２月・５月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川大門地区の方対象
【とき・場所】９/ ２ ㈭  市川大門町民会館
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 19 年５～７月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、尿スティック、普段

使用の歯ブラシ
■□■六郷地区幼児健診

【とき・場所】９/22 ㈬ 六郷ふれあいセンター
１歳６カ月児・３歳児 ⇨ 午後１時〜１時 30 分
５歳児 ⇨ 午後１時 30 分～
 １歳６カ月児 ⇨ 平成 21 年１～３月の出生児
 ３歳児 ⇨ 平成 19 年５～７月の出生児
 ５歳児 ⇨ 平成 17 年８～９月の出生児

【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ、
尿スティック（３歳児のみ）

～　乳児・幼児健診　～

【
対
象
】

【
受
付
】

※カレンダーと日程が変更されています


